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キーワードは「ボランティア」関西いのちの電話理事長酒井哲雄

西暦2000年を迎えました。わたしたちは、21世紀目前の年を迎えるにあたり、ボランティアについて、ある視点をもっておきたいと思います。1995年１月の阪神大震災を契機として、ボランティア活動が一気に盛り上がり、ボランティアという言葉は広く社会に浸透しました。そこで、ボランティア活動の底流には何があるかということですが、第一には、自分自身が自発的に主体的に生きる。自己中心的ではなくて、他者との関係において生きる。そして「他者」と「私」との関係は、その人の立場や役割を認めながらも、お互いに対等の関係にある。したがって、上意下達や一方通行ではなくて、相互の交流を図りながら、ある一定の理解の共有に努め、活動する。基本的にはそういうものがあると思います。そして、ボランティアのもっている本質的なものは、ボランティアの世界に留まり続けるのではなくて、家庭、地域、その他あらゆる領域を含む市民社会の中に深く浸透しながら広がっていくものだと考えます。近年、社会貢献の一つとして、ボランティア団体に何らかの支援を送る企業がぼつぼつ出てきています。そして、その中には、企業のイメージ広告からの発想ではなくて、ボランティア活動と真正面から取り組み、地に根ざした社会貢献を推進していくことが、企業としての大きな役割の一つであることに気付き始めている企業さえあります。今、こども、若者、中高年者、高齢者など、いろんな人の顔が浮かんできます。一人一人が生きる、身近な人、遠くにある人を思いやり、世界に思いを巡らす、そして、みなが共に生きることができる社会となることを心から願います。その場合、キーワードは「ボランティア」ではないでしょうか。そして、これがさらに進んで「昔は『ボランティア『なんて言葉があったんだね」と言えるようになれば、なお幸いです。



市民活動としてのいのちの電話長尾文雄

「市民活動としてのいのちの電話」というテーマを与えられて試行錯誤しているとき、長年ＹＭＣＡを拠点にして、さまざまなボランティア活動に関わりを続けておられた吉永宏氏の著書「響きあう市民たち－ＮＰＯとボランティア入門」（新曜社1999）を手にしました。彼は、「市民活動」という表現で、近年のボランティア活動を概観し、その活動が社会刷新へと向かう可能性を示唆しています。吉永氏は、市民活動の暫定的定義として、「公共性、社会性、目的性および、理想的な未来社会の実現を願う市民グループや市民団体の活動」と表現しています。その活動を担う「市民」を「ある社会的理念・価値観のもとに行動する個人または複数の人」と定義しています。私は、いままで「市民運動」という言葉で、「いのちの電話」のことを考えていたのですが、ここでは彼の「市民活動」を用いて、「いのちの電話」の活動の働きを考えることにしたのです。

◎よい隣人になりたい「いのちの電話」のもとになる運動が始められた1953年のイギリスの社会は、経済成長、工業化、都市化によって、人と人とのつながりは希薄になり、孤独の中にあって、悩み苦しんでいる人たちへ働きかけを必要としたのです。日本では1971年に東京いのちの電話、1973年には関西いのちの電話が開局しました。この時期の日本も、60年代に急速に進んだ高度経済成長と工業化、都市化によるさまざまな歪みが、社会システム全体に現れてきたのです。公害問題や大学闘争などで問われている社会的矛盾も、このときは見ないようにして日本全体が、猛烈に経済的な豊かさを求めて邁進したのです。この歪みは社会的に力弱い人たちにのしかかり、家族や地域社会の中で孤立して来たといえるでしょう。「いのちの電話」は、このような苦悩の多い時代に生きるものが、お互いにひとしくよい隣人になりたいという願いから、国境をこえて生まれた活動です。この活動は、自らすすんで奉仕しようとするボランティアによって支えられ、暖かいふれあいの心をもつ人たちの手で運営される人道的な市民活動として、開設されたのです。その目的・使命は、孤独の中にあって、悩み苦しんでいる人に対し、電話という手段を用いて、傾聴を基本にした対話をすることによって、よい隣人としての適切な支援を提供することです。ここに「いのちの電話」の「公共性や社会性と目的」を読み取ることができます。社会的に力弱く家族や地域社会から孤立している人たちに関わり、支え合う社会の実現を願っているのです。

◎聴いてくれる人が居る関西いのちの電話の活動もすでに、26年を数えます。電話によってつながる地域社会において、昼夜を問わず、聴いてくれる人がいるという安心感が生まれているのではないでしょうか。大阪で雑誌の編集をしている知人の話です。『僕も若い時に、いのちの電話にダイヤルしたことがあるんですよ。その時は「こちら関西いのちの電話です。」という声を聞いただけで、受話器を置きました。多分、いたずら電話と受け取られたでしょうね。でも、そのときの僕は、「ああ、聴いてくれる人が電話の向こうにいてくれる」と。それだけで気分が軽くなったんですよ。』かけ手も、聞き手も匿名という原則から、いのちの電話が地域社会にどのように根付いているかを知ることは困難です。しかし、この話や時々入るお礼の電話などから、「聴いてくれる人」としての「いのちの電話」、いつでも気持ちを聴いてもらえるシステムとしての認識が、孤立した人や社会的に力弱い人の間に広がっていることが推測できます。

◎他者からの問いかけボランティアは、他の人の役に立ちたい、自分を成長させたいなどの欲求で、いのちの電話の養成講座に足を踏み入れます。この時点では、自分の経験や時間、能力などをボランティア活動に生かしたいという軽い感じです。プログラムが講義だけでなく電話実習が始まると、ボランティアはいままでの自分の日常生活では経験しなかった場に直面することになります。受話器をとおして関わりを持つ他者は、感じ方・考え方・気持ち・欲求や行動において、自分とは異なった側面をたくさん持っています。理解できない、受け入れられない、共感できないという現実が突きつけられます。いままでの経験が役立たないのです。にもかかわらず、相手は「こんな私を聴いてくれますか」と問いかけてくるのです。相手を支えるどころか自分自身の心が揺らぎます。この実習訓練を通じて、ボランティアは日常に甘んじていた自分自身と向き合い、自己洞察へと向かいます。そして、他者からの問いかけにどのように応えていくかを選択していく場に立つのです。このプロセスによって、軽い感じで足を踏み入れたボランティアが、自らの意志に基づいて自発的に応答する市民へと変容していくのです。

◎ボランティアをつなぐ源私にいのちの電話に関わるきっかけを与えてくださった、初代の理事長ライムンド・チネカ神父は開局の初年度が終わった1974年４月『関西いのちの電話だより』第４号に「来年度への期待」と題した文章を寄せています。『…略…人の話を理解が出来るために、三つの耳が必要だと云われるのは、二つの耳で話の内容を聞いて、三つ目の耳で内容の裏に隠された気持ちを汲み取る必要性を指しているのです。…略…相手を知的なレベルではなくて、感情のレベルで受け留めるのは、進んだ自己観察をもたなければ、出来ないことでしょう。この「心の耳」は、電話を聞き続けて来た相談員に、だんだん出来てくる事実は、いのちの電話の一つの大きな効果です。』開局後約半年、電話相談活動にかかわることがボランティア自身の人間的成長に大きなインパクトを与える成果であることを確認し、それがボランティアを相互に結びつけ、質の高い訓練に基づいた活動へと導くのだと。私たちの活動を「相談者の〈隣人となる〉ために私たち自身の〈こころ〉を提供する市民活動でもある」とすれば、この活動を通して、人間的成長がもたらされるという自覚と、自己実現の欲求の充足がこの活動をつなぐ源といえるのです。

◎他者への応答私たちはかけ手の顔も背景も十分に知ることはできません。けれども、いま電話をかけてきた人の訴えに耳を傾け、その人が「私のことを見て」「私のことを認めて」「私のことを覚えてほしい」と言っている。そのことに、どのように応答すればよいのでしょうか。活動の目的として、よい隣人になると言ってきました。英語では“Befriending”。隣人になる、隣人としてその人の側に居るという意味です。かけ手は、自分の苦痛、孤独、絶望、抑うつなどの感情を誰も分かってくれない、受け止めてくれないと言っています。周りからの同情や安易な励ましに辟易とし、孤立しています。私たちの応答はこころ震えているその人の側に居て「苦しいんだね」「さびしいんだね」などと、その人自身が感じている感情を、そのまま認め、受け取ることです。そして、次に「怖がらなくてもいいよ」「あなたのことを覚えていますよ」と声をかけることなのです。すると、その人が〈いま、ここ〉で出会っている貴重な感情的な経験、すなわちその人の悲しみや痛みを、その人自身がしっかりと味わい、慈しむことができるようになるのです。そうすれば、深い感情的な経験がその人のこころを豊かに耕し、こころの傷を癒す力が確実に沸き起こってくるのです。

◎〈いのちのつながり〉いのちの電話が描いている社会のイメージは、悲しみや苦しみや絶望、あるいは痛み、喪失感、罪責感、不信感そして喜びなどの感情に揺り動かされ、混乱し格闘し落ち込み、そして自分の存在そのものを見失っている人たちの側に居て、その人の感情の支えとなるシステムを持った社会です。人は孤立を感じたときに、希望を失います。「愛の反対は、無関心」との言葉がありますが、他者に受け入れられる、認められる、関心を持たれるという経験が与えられるならば、人は生きる力を取り戻すのです。受容されるところに信頼が、つながりを感じるところに親密な関係が、認められるところに価値ある自分自身を発見するのです。これを〈いのちのつながり〉と、私は呼んでいます。いのちの電話のボランティアの仕事は、孤立した人たちを、この〈いのちのつながり〉へと招待することです。これが私たちの選ぼうとしている他者への応答なのです。



第20回いのちの電話相談員全国研修会おおいた大会開かれる
昨年の11月11日（木）～13日（土）まで、大分県別府市ビーコンプラザを主会場に、全国から520余名の参加で開催された。「共に支えあって」をテーマに、支えあうことの意義を深め、豊かな出会いと学びの３日間の研修について、参加者から報告してもらった。

記念講演「今、力強く生きる道」田畑正久氏（おおいた大会）

講師紹介1949年生まれ。九州大学医学部在学中、偶然仏教に出会い、以来外科医として医療に携わる傍ら仏教を学び、今日に至っている。現在は東国東広域国保総合病院長。10年前から、仏教関係者の協力を得て病院内で患者、家族向けのビハーラ活動（仏教によるホスピス）に取り組んでいる。

病院に坊さんはそぐわないもの、「医療」と「仏教」は相反するものと思われているが、決してそうではない。「医」は人が生まれてから年をとって病気で死んでいく過程（＝人生）に関わるものであり、「仏教」も又、2600年前から生老病死（＝人生）を課題とし、その答えを見出そうとして今日に至っている。人生を取り上げている点で同じである。仏道では人生を結論とせず、人生に結論を求めず、自分の人生を人間として成長し成熟する縁として生きると言っている。ここで言うところの成熟した人間になると言うのは、本当の「私」になるということである。今、私達は自分の人生を本当の「私」として生きているだろうか。生身の私達はいつかは病を得、老い、死ぬことは自明の理であるにも拘わらず、「健康で長生き」を人生の目標と思いすぎてはいないだろうか。もし「健康で長生き」が人間の究極の幸せであるならば、私達の人生は間違いなく不幸の完成をもって終ることになる。これでは、力強く生きる事は出来ない。私達は何故生きていかねばならないのか、どう生きて行ったらいいのか、一生を貫いて何を望み、何がやりたいのか。そして、あまりに「私」でないものになろうとしすぎてはいないか。病院で多くの人生、即ち生老病死に立ち会った体験から、本当の「私」になれた人（＝自分の死を受容できた人）から、学ぶことがある。彼らの共通点は、今を充実させて生きていることと、感謝の心のあることだと。今を充実させ、自ずから感謝できる人が幸せなのである。これが自己実現、「私は私で良かった」と思えると言うことである。いつ死んだとしても、どれだけ生きたとしても、人間に与えられた、生まれた意味、役割、使命を自覚し、自分の持ち場で精いっぱい生きる、「私は私で良かった」という人生を全うしてほしい。生きることの輝き、感謝、喜びは量の豊かさよりも質の豊かさにこそある。今、この時を大切にして持ち越し苦労、取り越し苦労をしない。そのためにはよき師、よき友、よき教え（言葉）に出会うこと。そしてそれは求めなければ与えられないものである。「いのちの電話」というボランティア活動、市民運動に自ら飛び込んだ皆さんも何かを求めてのことだったはず。「私は私で良かった」と言える人生を力強く歩んでほしい。（23期M.T報告）

記念講演を聞いて田畑先生は医療活動の傍ら、大学時代より仏教とご縁を持たれ、一生聞き続けなければいけない道と分かって今日まで20数年、医学と医療という世界に携わられてこられた方です。「健康で長生き」という問題にふれられ、健康で長生きは決して目的ではないんだということをはっきりして欲しい。「健康」で「長生き」だけが一番大事になってひとり歩きしている。やはり人間として生まれて生きるということの意味とか使命、役割を自分自身で本当にわきまえました。そのうえで、20歳でも30でも満足できれば人生をまっとうされたのでは…と。人生を結論とせず人生に結論を求めず人生を人間として成長、成熟する縁として生きることを仏道という田畑先生の言葉を味わい、人間として少しでも成長でき、私は私で良かったと言う人生を歩んでいければと学ばせて頂き感謝でした。またプラス価値を上げることばかりが幸福になれるか？マイナスの価値を下げていくということが幸せになるっていうのは、執らわれというか、目が覚めてない「ドーナツ人間」になっている。ドーナツのように真ん中が空っぽなことに気付き始める。あと６ヶ月の命と言われたとき自分のこれから先、また今まで生きてきたことを考えたときに、負けてはいけないとプラス価値を一所懸命集めるため、あっちこっちと、この人より上にとガンバって、そこそこの生活は出来たと。だけど、あと６ヶ月の命ですよ、と言われたときに私がしてきたことは何だったんだろうか、と。いい生活をしてきたけれども本当に生きたと言えるだろうか？生きるとはどういう意味か？「いい生活」と「本当に生きる」という違い「私は私で良かった」という世界が出てくるよう、心が耕されたような気持ちになりました。（31期S.H）

分科会C-4（有田モト子先生）頻回通話者の理解と対応全国のセンターから参加した40名で構成。全員事前に次のようなレポートを提出。対応に困難を覚える頻回通話の事例を一つ選んで①どのようなところに難しさを感じるのか②通話者の最初の語りだしの言葉及び声、口調はどんなものか③それを聞いて相談員の側におこる率直な感情はどんなものか④②、③をふまえて相談員の対応する言葉はどのようなものか、に焦点をあてて、レポートをまとめる。この分科会は第一希望者が一番多く第二、第三希望に回された人がかなりあったという点からも、各センター、相談員にとって、今大きな課題になっていることが判る。しかし、頻回だからといって、特殊な聴き方があるわけでなく、かけ手の何回も何回もかけて来るその行為には共感できなくても、気持ちを分かってほしいというその感情には添えるのではないか。そこを区別することが大切。私達聴き手側としてできることは、電話の中では聴き手とかけ手の目的を一致させること（対等な関係）と、日頃から関わりの技術（＝言語化）を磨くことではないだろうか。すべての電話に言えることだが、わだかまりをもって聴くことは本当に聴いたことにはならないのである。朝９時から、夕方５時までゆったりした気持ちで充分話し合えた満足感と共に、明日からの意欲を貰って分科会は終った。（23期M.T）

問題電話への対応「問題電話への対応」に出席し、茨城いのちの電話調査研究委員長鉅鹿先生より、相談員として我々には何が出来るのか？何をやってはいけないのか？電話相談によって生じる効果をはじめとして、演習、自己理解のエクササイズ等を、数名のグループに分かれ、互いに意見交換をし、対応の柔軟さと可能性を学ぶことによって有意義な電話相談へのスキルアップを目指し、それについて今我々がなすべきことは何なのかを、考えさせられました。特に印象に残ったことは、掛け手の問題ではなく受け手の対応が問題であることが多いという事実です。相談員の苦手意識のうえの不自由な対応や、歪曲な拒否によってかえって共依存を深めています。そこで思考の柔軟性、すなわち異文化を理解し、多様な常識があるということを改めて考えさせられました。裡（うち）のなかのチャンネルが、カチャっと音をたて変わって、なにかしら自由になってゆくのを覚えました。大会に参加する意義として、同じ目的意識を持ち心を熱くして語り合える全国の仲間がいることを、そして互いの自己実現に繋がってゆくことを約束しながら紅葉の美しい会場を後にしました。（29期A.I）

からだを通して自己を知る動作を通してからだと対話し自分の「こころの状態を知る」また「こころのコントロール」の仕方を体験すること。動作を通して他者と対話し他者を理解することを体験し、他者が求めている援助の仕方を体験することを目的とした分科会に参加して、まず“体を動かして力を抜く”という一見矛盾しているような動作から、いかに日常体全体に力を入れているか、また力を抜いても同じことができるという体験をした。今の自分の状況と今大会の記念講演、分科会の内容はタイミングがとても合っていたと思った。（23期F.A）

今大会において、第20回全国研修会を記念し、日本いのちの電話連盟の設立当初から、連盟を支え、また各地のセンターの設立にご尽力された方々に、連盟より感謝状の贈呈が行われました。当関西いのちの電話では、前理事長の村山盛敦氏と元理事長の宇野徹氏のお二人に感謝状が贈られました。村山氏は、元日本いのちの電話連盟理事長として、宇野氏は、元日本いのちの電話連盟事務局長として、いのちの電話に関わり、活動を続けてこられました。今大会のテーマ「共に支えあって」の意義を一層深く噛み締め、こうした先人たちの多くの力で今のいのちの電話があることを忘れてはならないと思いました。

（おおいた大会関係記事終了）



創立26周年記念バザー開かれる
昨年11月６日（土）、バザーが開催されました。秋晴れの暖かな陽差しの中、地域の方々にも参加いただき、盛況に行われました。会場内では、焼ソバのソースの香ばしい匂いや、豚汁の大鍋からの湯気、ケーキの甘い香り等が満ち、参加者たちからの「美味しい」という声を、あちこちで聞くことができました。また収支の方も、長引く景気低迷にもかかわらず、個人や企業からの協力を頂き、一昨年とほぼ同額（157万円）の収益を得ることができました。皆様への御礼と共にこれからも御協力をお願いいたします。下記の企業より、バザーの寄贈品提供がありました。厚く御礼申し上げます。○朝日新聞サービスアンカーASA様○江崎グリコ（株）様○コクヨ（株）様○サントリー（株）様○産経新聞十三専売所様○東リ（株）様○（有）なかの様○松下電器産業（株）様○村田屋産業（有）様（50音順）



相談員ノートゆとり31期M.Y

或る１日、眞赤に染った紅葉を見ながらふと考える。「ゆとり」って何？時間、空間､お金、気持ち、心。皆が平等に持っている筈の時間もゆったりと豊かに使っている人と、せかせかと１日を送っている人、それぞれの使い方で、随分と違う。お金？これって使い方次第だし。何かを達成した人とかその道を究めた何とかの大家と呼ばれている人達に出合った事が有るが、何となくゆとりが感じられる独得の雰囲気が有って、人にも好感を与えている。これはその人の満足感が心を広くし豊かな気持ちがゆとりとして人々に伝わるのだろうか。省みて私の日常はと云えば何かに追われているようにあくせくとして、バタバタと日を送り、ゆとりとは凡そ縁遠い生活をしている。こんな日々から少しでも抜け出したかったのかも知れない。今あれから４年余り経ってみて、いのちの電話に応募したきっかけは、この事からだったかも知れないと思っている。あれから変ったかって…変ったと思いたいし自分自身変化したと思う｡何か気掛かりな事が有った時や、１日慌しく日を送った後Ａ帯に入った時は、やっぱり聴けていない事が多い｡この頃は駅から博愛社迄ゆっくりと時間をかけて歩き、昼間との切り替えをすると、少しはゆとりを持って聴く事が出来る様な気がして来た。豊かな感性を持ち、人を思いやる心を持つ。言ったり思ったりは簡単なんだけど実行となると、とても難しいけど少しづつでも心掛けて。私にはまだ改善する時間が有ると思いつつ、これからの人生を歩んで行きたい。



私の本棚サインズ・オブ・ザ・タイムズ―今月のことば―30期Ｓ・Ｓ

「どんな小さな才能でも、粗末にせずに、人のために用いる時、その才能はさらにのびる」福音社から出版されている、キリスト教の月刊誌である本誌の、ある号に載っていた、私の好きな言葉です。クリスチャンではないが読み始めて八年余り、何かに迷った時、自己点検の師匠にと、バックナンバーを拾い読む。宗教について述べた記事は多くなく、内容が偏っておらず、それでいて現代の問題に対する新しい視点が提案されていて、常識から一歩深く追究された記事に、ハッとさせられる。万人の為に命を捧げた、キリストの思想が根底に流れているから、差別や偏見なしに人に仕え、自らを浄化する精神を学ぶ事が出来るのだろうか。最近では、「死を生きる」―ホスピスの現場から―。「地球からすべての地雷をなくそう」。「心と体を癒す園芸療法」などの特集には心をうばわれた。こんな中に、人のために用いる才能を見つけ出す手がかりが、何かしらひそんでいる気がする。



自然に学ぶ「蜜柑」相談員Ｋ.Ｔ

晩秋から正月にかけて最も身近な冬場の果物といえるのが蜜柑ではないだろうか。柑橘類を総じて蜜柑と言う場合と、一般には温州みかんをそう呼んでいる。又、皮に包まれたものも蜜柑であり、袋ごとに分けても蜜柑、つぶつぶの一つも蜜柑である。一袋の中で数十個の粒がひしめき合い、十個前後の袋が外皮に包まれて一つの蜜柑を形成する。一本の木には数百個の実が付くと言われる。このようにみていくと人間社会の組織と同じで興味深い。一人一人は歪な者もあり、素晴しく均整のとれた者もあるだろう。グループやチーム、あるいは課、部と言ったものはさしずめ蜜柑の袋に相当するだろうか。大きさも力関係もそれぞれ違うが、それらのものが集まり、全体で一つの組織となる。蜜柑も組織も外からは細かい部分の違いなどわからないが、ひしめき合う個性も、どれ一つとして無意味な者はないだろう。一つ二つの粒に腐敗菌がつくとそこから繁殖して全体が腐ってしまうこともある。いつも心身共に健康でありたい。「私と蜜柑の粒と一緒にしないで欲しい」と言われそうであるが、蜜柑を食べながら自分の姿を省みるのも良いかな。相談員K.T



－相談電話受信件数－
9月受信件数1，657件相談員数（延）511人

10月受信件数1，699件相談員数（延）523人

11月受信件数1，567件相談員数（延）475人



編集後記

ミレニアム（千年紀）の幕開けです。20世紀最後の年でもあります。今を生きる私たちにとらて、この時に居合わせたことは、記念すべきことです。でも、カをいれることなく、今までの自分自身のまま、新しい歴史に何か一歩を刻むことができたらと思います。N．K
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